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共創未来ファーマ（株）の取り組みについてはこちらもご覧ください。

高品質な薬を供給するために 
厳しい検査を課しています

ジェネリック医薬品は、使用拡大が求められる一方で、
「GMP（医薬品の製造管理及び品質管理の基準）」違反による
回収がたびたびあり、市場には混乱や不安が生じています。
また、同じ成分の薬に対して数十社がジェネリック医薬品を
発売することがあるため、医師や薬剤師のみなさまからは

「どれを選べばよいか判断に迷う」という声があがっていま
す。共創未来ファーマ（株）は、精度の高い検査機器を導入
し、独自の厳しい基準を設けて、溶出（薬の溶け方）や純度
などの品質をチェックしています。

卸売事業、調剤薬局事業と連携して 
安定供給しています

共創未来ファーマ（株）は、グループの医薬品卸売事業、
調剤薬局事業と連携することで、「いつどのくらいの数量が
必要とされるか」という市場のニーズをつかむことができ、
長期間にわたる安定供給が可能です。また、注射剤の製造販
売も行なっており、品川工場は都心にある唯一の注射剤工場
です。羽田空港や「TBCダイナベース」に近く、災害時でも
安定供給が可能です。

高品質なジェネリック医薬品を 
安定供給しています
共創未来ファーマ（株）はジェネリック医薬品の製造販売事業を展開しています。
厳格な品質検査などの独自の取り組みをご紹介します。

共創未来ファーマ（株）品川工場
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医薬品製造販売事業5

天秤室。標準品や試薬の計量を行なう。セミミクロ天秤は0.00001g単位を測る
ことができる

溶出試験機。有効成分が体内で溶けて
いくスピードをin vitro（試験管内）で
調べる

ドラフト室。試験過程で発生した有害
な蒸気を外部に出すことなく、吸収し、
処理する


